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日 時：平成２４年７月２５日（木） 午後２時開会 

場 所：ＷＥＳＴ１９（札幌市保健所）２階・研修室 
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  １．開  会 

○事務局（高川健康企画担当部長） 私は、保健所の健康企画担当部長の高川でございま

す。 

 本日は、定刻より尐し早いのですが、委員の皆様が既におそろいのですので、時間前で

ございますが、平成２４年度第１回札幌市食育推進会議を開催させていただきたいと思い

ます。 

 私は、事務局を担当いたしておりますので、よろしくお願いいたします。 

 まず、本日の委員の出席状況でございますが、食育推進会議委員２２名のうち、本日は

１３名にご出席をいただいております。 

 条例に基づく過半数という定足数を満たしておりますので、本日の会議は成立しており

ますことをご報告させていただきます。 

 これより、お手元の会議次第に沿いまして進行させていただきますが、今日の会議は、

おおむね１時間半程度、３時半ぐらいの終了時間を見込んでまいりたいと思います。ご多

忙の折、恐縮でございますが、どうかご協力のほどをよろしくお願い申し上げます。 

 また、この会議につきましては公開を原則としておりますので、議事録については、後

日、札幌市のホームページで公表いたします。また、会議内容につきましては、録音をさ

せていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、お手元の資料の確認をさせていただきます。 

 本日の資料といたしまして、まず、会議次第、座席表等、資料の１から９のインデック

スがついたものでございます。それから、参考といたしまして、国の第２次食育推進基本

計画概要がございます。今お配りしている資料は以上でございますので、ご確認いただき

まして、もし不足しているものがありましたら、どうぞ、ここでお申しつけください。 

 

  ２．あいさつ 

○事務局（高川健康企画担当部長） それではまず、開会に当たりまして、札幌市保健福

祉局医務監の佐久間からごあいさつを申し上げます。 

○佐久間保健福祉局医務監 皆様、こんにちは。 

 保健福祉局医務監をしております佐久間でございます。 

 本日は、お忙しい中をご参加いただきまして、どうもありがとうございます。 

 平成１９年に、条例に基づきまして、市長の附属機関として設置されたこの食育推進会

議は、食育の推進に関する総合的な施策を委員の皆様にご審議いただき、平成２０年に、

「食を大切にする心を育みます」を基本理念とする札幌市食育推進計画を策定し、市民や

関係団体・機関と行政が連携して食育を進めております。 

 この計画では、主食、主菜、副菜を組み合わせ、栄養のバランスをとりやすく健康的な

日本型食生活に、北海道の食材の流通拠点である札幌の特性を生かし、地産地消を取り入

れることで輸送による環境負荷の軽減が期待される北海道型食生活を計画の柱として推進
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してまいりました。さらに、札幌市では、環境問題への取り組みを重点課題の一つとして

掲げておりまして、この北海道型食生活に、買い物から保存、調理の方法や後片づけまで、

環境への配慮を盛り込み、人にも環境にも優しい食生活をさっぽろ食スタイルとして現在

取り組んでいるところございます。市民一人ひとりがさっぽろ食スタイルを実践するため

には、家庭をはじめ、地域、保育所や幼稚園、学校のほか、関係団体・機関がそれぞれの

立場で食育を担い、私ども行政が総合的、計画的に皆様の活動を支えていくことが重要と

考えております。 

 また、現計画の最終年度を迎えるに当たり、昨年１１月には、市民１，０００人を対象

に健康・栄養調査を実施いたしました。調査の結果につきましては、過日、委員の皆様に

も報告書を送付させていただいたところですが、２０代から３０代の男性の朝食の欠食率

が３割にも上っていること、野菜の摂取不足や塩分のとり過ぎなど、食生活、食習慣上の

課題が尐なくありませんでした。 

 このような状況を踏まえまして、今年度の食育推進会議では、これまでの計画の評価と

見直しを行い、次期計画の策定において札幌市が進める食育をより充実させていくための

重要な年となります。委員の皆様には、活発なご論議をいただきますことをお願い申し上

げ、甚だ簡単ではございますが、私からのあいさつとさせていただきます。 

 本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

  ３．新委員の紹介 

○事務局（高川健康企画担当部長） 続きまして、委員の皆様のご紹介でございますが、

お手元の資料１に名簿をご用意させていただいております。皆様お一人お一人の改めての

ご紹介はいたしませんので、ご了承願います。 

 なお、今回、新たに就任された委員がお一方おりますので、ご紹介させていただきます。 

 大変恐縮ですが、お名前を読み上げますので、その場でご起立いただきますようお願い

いたします。 

 日本チェーンストアー協会北海道支部の成田雅智委員でございます。 

 成田委員は、磯村委員の後任として７月１３日に委嘱させていただいております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 また、本日、事務局として私ども札幌市の職員も大勢出席させていただいております。

あわせて、よろしくお願い申し上げます。 

 

  ４．諮問書手交 

○事務局（高川健康企画担当部長） 続きまして、次第の３の諮問でございます。 

 札幌市食育推進会議条例に基づき、札幌市長から諮問するものでございます。 

 議事の進行を繰り上げて、ただいま行わせていただきます。 

 医務監からお願いいたします。 
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○佐久間保健福祉局医務監 私の方から、市長にかわりまして、諮問書を読ませていただ

きます。 

 お手元にあります市長から当会の会長様あての諮問書ですが、簡単な項目だけになって

おりますので、この点につきまして、私からご説明させていただきます。 

 国においては、生涯にわたって健康で豊かな生活を実現するために、食の安全・安心の

確保や、望ましい食習慣を身につけることなど、食育を国民的な運動として取り組むこと

を目的として、食育基本法を平成１７年６月に制定し、平成１８年３月には食育推進基本

計画が、また、平成２３年３月には第２次食育推進基本計画が策定されております。 

 札幌市におきましては、食育を総合的に推進するために、共通の理念、目標を持ち、計

画的に施策を展開するため、平成２０年に札幌市食育推進計画を策定し、当会におきまし

て食育の進捗状況の管理、ご意見等をいただいているところでございます。この札幌市食

育推進計画は、５カ年計画で、本年、計画の最終年となっております。この５年間で食を

取り巻く環境は大きく変化しており、食育の推進に関しての課題は多様化・複雑化してお

ります。今後は、これまでの現計画の推進状況を検証した上で、食育に関する施策をさら

に総合的かつ計画的に推進していく必要があります。 

 このような状況から、第２次札幌市食育推進計画の策定について諮問する次第でござい

ます。 

 私どもとしましては、できますならば、本年１０月ころまでにご答申をいただければと

考えている次第でございます。 

 委員の皆様方には、公私ともに大変ご多忙の中、ご負担をおかけすることになりますが、

何とぞよろしくご審議のほどをお願い申し上げます。 

 私からは以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〔 諮問書手交 〕 

 

○荒川会長 ただいま、本年１０月までにこの答申をまとめていただくようにということ

で諮問いただきました。 

 この後、具体的な作業に入りますけれども、本会議におきまして、委員の皆様の活発な

ご議論のもと、より札幌らしい食育が推進されるように計画をまとめていきたいと思いま

すので、委員の皆様、どうぞご協力のほどをよろしくお願いいたします。 

○事務局（高川健康企画担当部長） ありがとうございます。 

 荒川会長、委員の皆様、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 申しわけありませんが、医務監の佐久間につきましては、ここで退席させていただきた

いと思います。 

〔佐久間医務監退席〕 
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  ５．議  事 

○事務局（高川健康企画担当部長） これより、次第に基づきまして議事に移ります。 

 荒川会長に会議の進行をお願いしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○荒川会長 それでは、会議の次第に従いまして、議事を進めさせていただきたいと思い

ます。 

 最初の議題です。 

 札幌市の食育推進計画の推進ということで、事務局から平成２３年度の事業報告をお願

いいたします。 

○事務局（加藤食育・栄養担当課長） 食育栄養担当課長の加藤と申します。 

 私から、平成２３年度の事業についてご説明させていただきます。 

 皆様には、資料として事前にお送りさせていただいておりました札幌市食育推進計画ア

クションプラン平成２３年度実績をごらんいただきたいと思います。 

 この資料は、札幌市食育推進計画の推進のため、平成２０年度から札幌市がどのような

取り組みを行ったのか、その事業の実施結果を掲載しております。計画の目標、重点取り

組み、施策の体系に基づき、各事業をまとめております。事業ごとに目標値を掲載してお

り、達成状況を顔の表情であらわしております。目標が達成されたものにつきましては、

にこにこ顔にＯＫというマークがついております。達成できなかった事業につきましては、

涙顔のマークになっております。目標値を数値化することがなじまない、または難しい事

業につきましては、目標値を設定しておりません。 

 平成２３年度は、新規に立ち上げた事業等を含めて、１１６の事業を担当部局で実施し

ております。目標値１５０のうち、ＯＫマークにつきましては１１６、涙マークは３４と

なっております。涙マークのうち、１４は目標に向かって推移している状況でございます。

平成２３年度の達成状況につきましては、達成の１１６を見た場合には７７．４％、涙マ

ークの中でも目標に向かって推移している１４を加えますと８６．７％ということで、９

割近い達成状況となっております。 

 今年度は計画の最終年となりますので、事業の詳細については、この後、平成２４年度

事業計画の後に改めてご紹介させていただきますので、２３年度報告につきましては、保

健福祉局と教育委員会から資料３に基づいて報告させていただきます。 

 それでは、保健福祉局の食の安全担当部からお願いいたします。 

○事務局（山口食の安全担当部長） 食の安全担当部長の山口でございます。よろしくお

願いいたします。 

 資料を３－１でございます。 

 安全・安心な食のまち・さっぽろ推進事業の中で、平成２３年度の新規事業の三つにつ

きましてご説明したいと思います。 

 まず、２番目にございます食品健康危機管理シミュレーション事業でございます。 
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 これは、札幌市内で食中毒や感染症による大規模な健康被害が発生した場合を想定いた

しまして、緊急時の連携体制の確認だとか、迅速かつ適切な情報発信などの対応能力の向

上を図るために実施した図上訓練でございまして、ふだんから食中毒とか感染症の調査業

務にかかわる職員を初めといたしまして、医師職、衛生職、保健師職のほか、今回は事業

者として市内の老人福祉施設の職員、合わせて約１００名の方が参加して実施いたしまし

た。 

 なお、このシミュレーション事業につきましては、今年度は、大型宿泊施設を対象とい

たしまして、昨年度と同程度の規模で訓練を実施する予定でございます。 

 次に、３番目に掲載しておりますさっぽろ子ども食品Ｇメン体験事業でございます。 

 これは、私ども保健所の食品衛生監視員の仕事を疑似体験していただくことで、行政と

か事業者が食の安全・安心についてどのような取り組みを行っているかということを子ど

もたちに学んでいただく事業でございます。平成２３年度は、夏休み中の企画といたしま

して、７月２９日に、小学校高学年の親子６組１２人が参加いたしまして、札幌市中央卸

売市場の施設内を見学するとともに、温度計とか、手や器具の汚れぐあいを調べる機器を

使った検査などを行っていただきました。 

 それから、４番目にございます保育園児向け手洗い・うがい啓発モデル事業についてで

ございます。 

 これは、正しい手洗いやうがいの方法を子どもたちに歌と踊りで楽しく学んでもらうた

めに、札幌市オリジナルの啓発ソング、しろくま忍者の手あらいソングを制作いたしまし

た。裏面に詳しい内容がございますが、この曲は、食中毒とか感染症予防のほか、食育の

推進を目的に、保健所の食品衛生監視員と子ども未来局子育て支援部の保育士、栄養士の

プロジェクトで作成したものでございまして、子どもたちに人気のある円山動物園のホッ

キョクグマをモチーフにしたしろくま忍者を主人公として、手洗い・うがい忍法でばいき

ん忍者をやっつけて、きれいになった手で札幌の野菜を食べようという内容でございます。

歌と踊りで手洗いやうがいの方法、札幌でとれる農産物を楽しく覚えることができます。 

 なお、この啓発ソングを使いまして、現在、市内の保育園を中心に、正しい手洗いやう

がいの普及啓発活動を積極的に行っておりまして、また、一般のご家庭でも広く活用して

いただくため、札幌市のホームページとかＹｏｕＴｕｂｅで動画の公開、さらには、啓発

用ＣＤ、ＤＶＤの貸し出しなどを行っております。 

 私からは以上ございます。 

○事務局（加藤食育・栄養担当課長） 食の安全の方で、本日、しろくまソングをご用意

させていただいておりますので、さわりの部分だけですが、この場でちょっとご紹介させ

ていただきたいと思います。 

〔しろくまソングの紹介〕 

○事務局（加藤食育・栄養担当課長） 時間の都合上、ほんのさわりの部分だけでござい

ましたけれども、保健所で貸し出しもしておりますので、もしご利用の際はお申しつけい
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ただければと思います。 

 続きまして、教育委員会からのご報告をお願いいたします。 

○事務局（高松教育委員会栄養指導担当課長） 私は、教育委員会栄養指導担当課長の高

松と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、資料３－２をごらんいただきたいと思います。 

 事業の報告が４項目ございますが、１点目の学校における食育の推進についてでござい

ます。 

 こちらについては、基本的には、学校現場の食育推進に向けた環境づくりが非常に重要

ということで、以前から栄養教諭を配置いたしまして、さらに、平成２３年度には、栄養

教諭と学校栄養職員の食育連絡会議というものを設置いたしました。そこで、食育指導の

ノウハウなどの伝達を含め、また、学級担任の役割とか学校現場における環境づくりにつ

いて、どうしていくべきかということも含めて指導の強化を図ってきたところでございま

す。 

 それから、２番目の食物アレルギー対応についてでございます。 

 これも、平成２１年４月から、市教委では、札幌市として統一した考えのもとで対応し

ていくということで、今、こういった手引に基づいて対応し、定着を図ってきているとこ

ろでございます。 

 それから、３番目は、地産地消の推進についてでございます。 

 こちらについても、従来から地産地消ということで、特に北海道産の食材を給食食材に

調達するということで進めております。平成２３年度の実績で申し上げますと、これはホ

ームページにも公表したところでございますが、重量ベースで７７％が北海道産のものを

使ってございます。 

 次に、４番目は、さっぽろ学校給食フードリサイクルの推進についてでございます。 

 こちらについても、委員の方は既にご存じかと思われますが、フードリサイクルについ

ては、給食の野菜くずとか食べ残しの生ごみを学校からほぼ１００％回収いたしまして、

それをもとに、数カ月、長い場合には半年ぐらいかけて堆肥化を行いまして、その堆肥を

農家の方に使っていただき、レタスとかタマネギとか、そういった野菜を育てていただい

ております。そして、それが学校給食に使われて、また子どもたちの口に入りますので、

非常に物を大切にする、食べ物を大切にするということで現在の食育・環境教育の充実を

図る取り組みを実践しているところでございます。平成１８年４月に２校から始めた事業

ではございますが、２３年度については、堆肥活用校が９５校、そして、後ほど全体の中

でまたご報告があろうかと思いますけれども、２４年度については１１５校というように

充実を図っているところでございます。 

 私からは以上でございます。 

○事務局（加藤食育・栄養担当課長） 続きまして、資料３－３、保健所健康企画課食育

事業報告でございます。 
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 昨年のこの会議でご了承をいただきましたさっぽろ食スタイルの普及啓発でございます。 

 北海道型食生活に環境配慮の視点を加え、啓発に取り組みました。このパネルについて

は、裏のページのような図でパネルをつくりまして、昨年後半から啓発がスタートしたと

ころでございます。 

 また、前ページにお戻りいただきたいと思います。 

 こちらに書かれている北海道型食生活のマークですが、葉っぱの上に乗っておりますけ

れども、これがさっぽろ食スタイルマークでございますので、事業等でお使いになるとき

にはご活用いただきたいと思います。 

 その後、このレシピのコンテストを開催いたしました。普及啓発のために、広報さっぽ

ろ等でコンテストの実施についてご案内し、市民の皆様から応募していただいたレシピの

中から最優秀賞、優秀賞をレシピ集にして発行いたしました。レシピ集と言いましてもＡ

４サイズを半分に折ったものでございますけれども、こちらは、ホームページにも掲げて

啓発の資料として配布を行いました。 

 三つ目といたしまして、ことしの３月に、札幌地下街オーロラコーナーと北陸銀行札幌

支店ロビーにおいて、さっぽろ食スタイルの周知を図るパネル展を開催したところでござ

います。 

 平成２３年度事業については、以上でございます。 

○荒川会長 ありがとうございました。 

 ただいま平成２３年度アクションプランの実績、それから、平成２３年度の札幌市の三

つの事業についてご説明いただきましたけれども、委員の皆様から何かご質問等はござい

ませんでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○荒川会長 それでは、次の議題ですが、平成２４年度の事業計画につきまして事務局か

らご説明いただきたいと思います。 

○事務局（加藤食育・栄養担当課長） 資料４をごらんください。 

 事業計画につきましては、ことしは保健福祉局、教育委員会のみのご報告とさせていた

だきます。 

 資料４－１でございます。 

 先ほど安全・安心な食のまち・さっぽろ推進事業として食の安全担当課から報告がござ

いましたが、今年度につきましても、継続事業としてこれらの七つの事業を行っていくと

いうことでこちらのページに書かれておりますので、ご紹介させていただきます。 

 後ほどスライドでもご紹介させていただきますので、この場では、一たん、次の教育委

員会の取り組みに移らせていただきます。 

 教育委員会の平成２４年度事業でございますけれども、先ほど所管からご報告がござい

ましたが、学校における食育の推進、子どもたちが望ましい食習慣を身につけるよう継続

して取り組みを進めるということです。 
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 それから、２番目の地産地消の推進でございますが、北海道の食材を使った給食の提供

ということは、全国的に見ても非常に高い比率で進めておりまして、今年度からは、北海

道産小麦粉１００％を使用したパスタを導入するということで取り組んでいるところでご

ざいます。 

 ３番目のさっぽろ学校給食フードリサイクルの推進につきましても、先ほどのご説明に

もありましたが、２校から始まって平成２４年度は１１５校に拡大した取り組みとして進

めるということでございます。 

 次に、資料３の健康企画課の食育事業計画でございます。 

 さっぽろ食スタイルの普及啓発といたしまして、既にホームページでさっぽろ食スタイ

ルのレシピの投稿様式を作成いたしました。北海道型食生活のレシピの募集もありまして、

もっと増やしていきたいなと思っておりますので、関係機関の皆様にはご紹介をお願いし

たいと思います。 

 ２番目に、昨年のこの会議の場で、若い世代への食育の啓発は非常に大事だという意見

をいただいております。既に、若い世代のへの働きかけについては若い世代からというこ

とで、学生ボランティアを養成しておりますけれども、今年度につきましては、学生ボラ

ンティアを中心とした企画により、大学祭等の若者が集まるイベントで朝食の欠食ややせ

などの若い世代の課題に対応した食育の啓発事業を実施する予定です。今、大学祭の実行

委員会と参画について調整を図っておりまして、実施に至るような方向で取り組んでおり

ます。また報告したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で、平成２４年度の事業につきましては終わらせていただきます。 

○荒川会長 ありがとうございます。 

 ただいま資料４－１、４－２、４－３に基づきまして、保健所の事業、それから教育委

委員会の事業のご説明がありました。 

 委員の皆様から何かご質問等はございませんでしょうか。 

○宮森委員 市役所に行ったときにこの小さいパンフレットを見つけました。これは、２

０歳からの健康生活ガイドとなっていまして、こういった啓発のパンフレットはすごくよ

くできているなと思いました。ですから、今ご説明があった若い世代への食育啓発事業と

いうことで、大学祭のときなどにこういう啓発パンフレットを利用するとすごくいいなと

思いました。 

 そこで、どういうところでこれを配られているか、お聞きしたいと思います。 

○荒川会長 この点について、事務局の方で何かございますか。 

○事務局（加藤食育・栄養担当課長） 今、宮森委員から啓発資料のお話がありましたけ

れども、こちらは、健康さっぽろ２１ということで、食生活というよりも、保健所の健康

企画課の健康づくりのところで若者の集まりなどで啓発しておりますので、お目にとまっ

たかと思います。 

○事務局（高川健康企画担当部長） きょうは、食育に関して委員の皆様にお集まりいた
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だいておりますが、食育も含めて、健康全体の中では、やはり、心身というのでしょうか、

体も心もということで、同じく私が担当している分野のパンフレットでございまして、健

康づくりのことですね。 

 健康づくりについては、精神的なものも、体についても、いろいろな年代ごとに健康の

増進を手がけている中で、これは若い方、青年というのでしょうか、そういった人を対象

につくっておりますが、区役所であったり、区の行事や講演会等でお配りしたりしている

のだと思います。私もちょくちょく見るものではないですが、区役所に置いています。中

身を見ると、思春期の人を対象に、いろいろ知識がないために、いろいろ困ったり悩んだ

りすることがないように、それでも困ったときには相談してほしいというような内容です。

今言ったような大学祭などで配っていくといいのかもしれませんね。それは感じました。 

○荒川会長 どうぞ。 

○緒方委員 北海道の小麦粉を１００％使用したパスタですが、実は、私は、ことしの春

に帯広の十勝収穫祭に行きまして１００％のスパゲティを食べてまいりました。味つけが

牛乳とゴボウとタマネギとベーコンです。牛乳を煮詰めまして、尐し濃度をつけ、それに

ボイルしたスパゲティをからめたものですが、大変おいしかったです。 

 この１００％の小麦粉というのはどこで販売されておりますか。 

○事務局（高松教育委員会栄養指導担当課長） 私どもの方では、学校給食で使用すると

いうことで、この小麦粉はきたほなみという種類のものを使っております。北海道給食会

というところが窓口になっていまして、これは道内の学校給食に食材を供給するところで

すが、そこが窓口になって採用を勧められて、私どもも試食をしながら実際に現場でも非

常においしいということでこの４月から導入したものです。 

 民間のどこで販売されているのかというのはちょっと把握しておりません。申しわけご

ざいません。 

○緒方委員 私もホテル関係にこういうことをアピールしていきたいなと思ったものです

から、ちょっとお聞きいたしました。ありがとうございます。 

○荒川会長 そのほかに何かございませんでしょうか。 

○梶川委員 今、企画課から話がありました若い世代の新規事業は、大変すばらしいと思

いますし、確かにボランティア等もよろしいと思います。ただ、道内の大学、札幌の近郊

も含めて、札幌市管内の大学の生活協同組合に食堂ございますね。前回、荒川会長がおっ

しゃられたように、朝、学生が欠食されるので、ワンコインの５００円で朝食をとらせる

と。これは、札幌では、酪農学園とか札幌学院大学とか、たしか近郊の大学でやられてい

るはずですね。その中でおっしゃられたと思うのですが、あれをやったのは生活協同組合

なのですね。したがって、それと同時に地産地消を入れて、しかも、朝食を抜かないとい

う健康食のＰＲということで、それらの大学の生協と連絡して、各大学が協定して進めて

いただくようなことも一つの手かなと思いますので、今、こういう取り組みをしておられ

ることはよろしいかと思います。 
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○荒川会長 ありがとうございます。 

 今のことについて、事務局から何かありますか。 

○事務局（加藤食育・栄養担当課長） 学生生協についてですが、給食を提供している大

学が多数ございます。市内の大学につきましては、私どもが施設にお邪魔したときに、札

幌市の取り組みである北海道型食生活あるいは地産地消、それから、札幌市民の調査によ

って課題となったようなことの啓発のために、野菜摂取強化事業などを一緒にやっていた

だくようにお願いしております。野菜摂取強化月間には、学生たちに野菜を多くするメニ

ューを提供していただいたり、啓発ポスターを掲示していただいたりということで、学生

が利用する場所については保健所としても取り組んでおりますが、さらに、今言ったご意

見をいただきながら、ご協力いただけるような事業に取り組んでまいりたいというふうに

思っております。ありがとうございました。 

○荒川会長 若者の食生活の乱れという点で言いますと、高校生がかなりブラックボック

スなのです。中学生までは何とか親の言うことを聞いてそれなりに規則正しい食生活をす

るのですが、それでも中学生ぐらいになると欠食がふえてきます。でも、高校生になると

明らかにふえてきます。若者たちの朝食欠食がいつ始まったのかと聞いたら、ほとんどが

高校生なのですね。ですから、この辺をどうしていくかということは、加藤課長とも話し

ておりますが、そういうことも何か改善できるような計画に持っていくとか、そういうエ

ッセンスが入るような形をとれればいいなと思います。札幌は市立高等学校がたくさんあ

りますから、そこの高校生はみんなすばらしい食生活をしていると、これは市の一つのＰ

Ｒにもなるので、そういうことも盛り込めたらいいなというふうに考えております。 

 そのほか、何かございませんでしょうか。 

○渡辺委員 教育委員会等々の取り組みの部分でちょっとお伺いしたいと思います。 

 最初に送ってきていただいた平成２３年度実績のアクションプランで、例えば４ページ

の１－１－１の規則正しい食生活の啓発の中で家庭教育学級の部分がございます。それか

ら、８ページの１－２－１の部分にも家庭教育学級の部分があります。それから、１７ペ

ージの２－２－１の食の安全に関する部分にも、家庭教育学級を活用しながら、どうやっ

て食の安全を推進するのかとか、いろいろな施策を浸透させていくのかという方向性打ち

出されております。ほかにもあるかもしれませんが、ただ、そこは涙マークが三つばかり

続いているところでございます。 

 そこで、家庭教育学級の部分について、この後でそういうお話があるのかもしれません

けれども、これからのアクションプラン策定に向けて何か具体的な方法ということでお考

えがおありなのか、もしくは、家庭教育学級以外の方法でも、ＰＴＡ等を活用しながら広

げた部分で周知を図っていく方法があるのか。その辺は、涙マークがあるので、校長会と

しても、支えていける部分や広げていく部分で私たちがサポートしていくことがあるので

あれば何かお役に立てるかなと思って質問してみました。いかがでしょうか。 

○荒川会長 よろしくお願いいたします。 
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○事務局（山谷教育委員会社会教育担当係長） 教育委員会の山谷と申します。 

 家庭教育学級についてですが、家庭教育学級は、幼稚園、小学校、中学校の保護者を対

象に自主的にやっていただいている事業でございます。保護者に対して委託という形で自

主的に計画を組んでいただいてやっていただく事業ですが、最近、開設する学校の数が年々

減ってきておりまして涙マークになっている部分がございます。教育委員会としても、学

級数をふやす取り組みはやってはおりますが、お母さん方の関心がなかなか広まらなくて

このような形になっているところでございます。 

 ただ、開設されている中では、食育の関連には関心を持たれている親がかなり多いよう

です。食育以外にやられている分野もちろんありますが、食育の割合は現実的には多いと

いうふうに感じております。 

 それから、基本的には自主的にやっていただく事業ですので、情報提供については事あ

るごとにさせていただきたいと思いますけれども、こちらから指導してお願いするような

ことではないというお話になろうかと考えております。 

 以上です。 

○荒川会長 ありがとうございます。 

 そのほか何かございますか。 

○鈴木委員 家庭教育学級ですが、これには、ＰＴＡの実際の親だけでなく、そのほかの

方も入っているような気がするのです。人数的にはいろいろあるのでしょうけれども、食

の専門家である栄養教諭の配置もかなりしておりますので、そこの活用とか、それに絡め

て養護教諭の先生が実態をわかっていらっしゃるから、その活用とか、また、全体のこと

をわかっている学校長の存在はすごく大きいと思うので、そういう中で年３回ぐらいの計

画とかプランはすごくできやすいのではないか、すごくもったいないなと思っています。

そういう面も含めて、こういうこともありますよと、もうちょっと広めていただければ、

こういう資料も要らないし、会場料も要らないし、学ぶ場としてはすごくいいと思います。

私も、すごくもったいないと思っています。 

○事務局（山谷教育委員会社会教育担当係長） 貴重なご意見をありがとうございます。 

 家庭教育学級は、必修の科目としては年４回実施しておりまして、それ以外にも自主的

に活動されていると伺っております。年４回の学習の中で、今おっしゃられたような栄養

士等の講習会を実際にやられているところもかなりあります。うちの方としても、そうい

うものを活用して、そういうところと結びつけてやっていきたいですし、そういうところ

を紹介するようなことも実際にやっておりまして、これからも引き続きやっていきたいと

考えております。 

○荒川会長 今、幾つか意見が出ましたので、ぜひ新しい計画に向けて取り入れていただ

くようにしていただければよろしいかなと思います。 

 そのほかにございますか。 

○萇崎委員 食育計画そのものの根本的な話題とはちょっと関係ないかもしれませんが、
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口から物を食べるということは非常に健康にも寄与いたします。基本的に、物を食べると

いうことは、口の中がきれいになるのですね。プラークコントロールという言葉をお聞き

になったと思いますけれども、歯科的に言いますと、物を口で食べることがプラークの量

をかなり減らすことが報告されております。もちろん歯磨きは大事で、特に最近の子ども

たちは虫歯がかなり減っていますが、逆に歯肉炎といいますか、歯周疾患が結構ふえてま

いりました。食べる砂糖とか食べ物の形状とかいろいろなこともありますが、いろいろな

意味で、今、高校生がブラックボックスだという話を聞きましたけれども、大学生はもっ

と悲惨なのではないかと思います。高校までは健診がありますからいいのですが、大学以

降になりますと、企業に入るまでお口の健診がないのですね。そうなると、恐らく、大学

生以降の若者の口の中はもう悲惨だろうなというふうに推察される部分があります。 

 そういう意味で、もちろん栄養素として食べるということは大事ですが、もう一つ、食

べることがお口の中のプラークを減じる効果があるという側面もあって、そういう背景も

いいのかなと思ったものですから、お話しさせていただきました。 

○荒川会長 ありがとうございました。 

 食べるということは、本当に体のトータル的な健康、心の健康にも反映すると思います。

決して栄養の面に絞った意味ではなく、幅広い形での食育ということでとらえていかなけ

ればいけないと思いますので、またこういうご意見を取り入れていきたいと思います。 

 そのほかにいかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○荒川会長 特になければ、関連して札幌市の取り組みについてご紹介いただけますか。 

○事務局（加藤食育・栄養担当課長） それでは、お手元に資料をご用意してございます

けれども、一部でございますが、札幌市の平成２０年度からの取り組みをスライドでご紹

介させていただきます。 

 お願いいたします。 

 こちらは、早寝早起き朝ごはん運動でございます。 

 規則正しい生活習慣の確立と朝食の摂取を推奨し、関係機関の皆様とともに普及啓発を

行っております。啓発用リーフレットといたしましては、平成２２年に子ども用と大人用

のリーフレットをつくりまして、関係機関を通して市民の皆様に配布したところでござい

ます。また、保健センター等でパネル展を開催しております。それから、学校あるいは保

育園の給食便りで皆様の家庭にも啓発を行っているところでございます。 

 次をお願いします。 

 北海道型食生活の普及啓発でございます。 

 北海道型食生活が、札幌市の食育推進計画の柱として、バランスのよい食生活に地産地

消、環境に配慮したということで、この普及を進めるために、パネル展等でもご紹介して

おりますが、市民の皆様からのレシピを募集いたしましてまとめたものを作成して、区あ

るいはイベント等で配布しております。 
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 次をお願いします。 

 食育生活推進ネットワーク会議でございます。 

 札幌市の食育推進会議において、せっかくこれだけの食育に関係する団体のメンバーが

顔を合わせているので、連携して食育を推進するためにネットワーク会議を設置するのが

いいのではないかというご提案を受けまして、札幌市の食育ネットワークを開催しており

ます。これは、各区におきましても、ネットワーク会議において各団体の取り組みとか情

報交換を行いながら区独自の食育の事業に広がっております。 

 写真では、札幌市の食育推進ネットワーク会議の様子と区の食育推進ネットワーク会議

の様子が掲載されております。 

 次のページをお願いいたします。 

 札幌市の食育を進めるためには、地産地消や適切な栄養摂取、それから感謝の心をはぐ

くむ食育など、幅広い視点で皆様に啓発を行うために、大型の事業として食育シンポジウ

ムを開催しております。最初の２００９年については、荒川会長の北海道型食生活という

お話をいただきながらスタートしております。２０１２年のことし６月２３日には、生き

ることは食べることというテーマにおいて、ＨＢＣテレビの土曜日５時からアグリ王国が

ございますが、ＴＥＡＭ ＮＡＣＳのリーダー森崎さんの講演、それから、北海道新聞等

で連載が行われております札幌医大の當瀬教授のお２人によって、３００人を超す食育講

演会を実施したところでございます。 

 次をお願いします。 

 食育サポーター事業でございます。 

 市民の食育活動を促すために、サポート企業、それから個人、団体という二つのカテゴ

リーの中で、関係機関と連携しながら、市民の活動を支援するため、自ら食育活動をする

企業を札幌市のホームページでご紹介しておりまして、平成２３年度末で１，６５０企業

が登録しております。大きなところでは、例えば、中央卸売市場にございます青果物ある

いは水産の業者等も登録されております。 

 こちらの写真では、食品会社から小学校へトマトの苗とパンフレットが提供されました。

それから、青果卸売会社が保育園に農業体験の機会を提供したり、ホテルでは北海道型食

生活を進めるメニューの提供など、こういうサポート企業の事業を行っております。 

 次をお願いいたします。 

 市民が行う食育活動に対するサポートを行うボランティアを派遣しております。 

 現在、個人登録が６件、団体登録が１４件あり、ＰＴＡや家庭教育学級で活動を行って

いただいております。ＰＴＡ等には登録団体の名簿を春先に送っていただいて、活動の際

に講師の派遣についてお受けするという仕組みで活動しております。 

 次をお願いします。 

 食育学生ボランティア事業でございます。 

 現在は、栄養士養成校の学生から希望者を募り、養成講座を実施した後、ボランティア
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として登録していただき、市内で行われる食育事業に派遣しております。平成２４年度４

月現在で９４名の登録がございます。２３年度には、３０回の派遣要請がありました。養

成講座の様子、それから活動の様子がこちらにございます。 

 次をお願いします。 

 札幌市食育大使の活動でございます。 

 札幌市の食育を広くＰＲしていただくために、日本ハムファイターズのキャラクターの

Ｂ☆Ｂ、コカ・コーラボトリングのマスコットキャラクターＱｏｏを特別大使として任命

し、食育活動を行っていただいております。平成２３年度の活動回数は１３回でございま

した。 

 次をお願いします。 

 野菜摂取強化月間の取り組みでございます。 

 札幌市では、市民が非常に野菜不足ということもございまして、毎年８月を野菜摂取強

化月間と定め、市の関係部局が一体となって野菜摂取の増加を促す市民啓発を行っており

ます。ポスターの作成、区役所食堂でのメニューの提供、パネル展の開催、高校生の野菜

摂取啓発料理教室等を行っております。 

 次をお願いします。 

 すこやか食育支援事業でございます。 

 食育という言葉を聞きますと、子どもを対象にということがございますけれども、この

会議の場で、高齢者にとっても非常に大事だというご意見をいただいております。高齢者

についても、元気で長生き、しっかり食べてという高齢者のための食生活指針を使いなが

ら、ボランティア団体と介護予防センターとの連携事業で、簡単な料理実習と、必要に応

じて管理栄養士の講話が入りますが、食品群シートを使用してどういった食品を食べたか

という記録をつけていただき、食生活の振り返りを行って心身機能の向上及び閉じこもり

防止に寄与する事業として、平成２３年度は市内で３０回実施し、５３１人が参加してお

ります。 

 次をお願いします。 

 学校と保健センターとの食育共同事業でございます。 

 先ほど保護者への働きかけが重要だということがございましたけれども、札幌市の食育

ネットワーク会議の場で、保護者に対する取り組みが重要だというご意見をいただき、保

護者が来校する機会をとらえて、保健センターが学校の栄養職員、栄養教諭と連携して、

食生活に課題の多い世代の啓発を行うということで、平成２３年度は市内で３４回実施し、

約１，４００名の方に食育クイズ等でアンケートをいただいて啓発を行いました。 

 次をお願いします。 

 さっぽろ学校給食フードリサイクル事業でございます。 

 こちらは、先ほど教育委員会から発表がございましたが、単に学校給食の調理くずや残

菜のリサイクルだけではなくて、食や環境を考え、物を大切にする子どもを育てることを
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目指すという目的もございまして、子どもたちにはフードリサイクルで育ったレタスを使

った焼き豚チャーハンなど非常に好評と聞いております。 

 次をお願いします。 

 食の安全・安心モニター事業でございます。 

 先ほど担当部局からもご報告がござましたが、消費者の視点から意見をいただき、食品

関係事業者の事業活動に活用してもらうということで、市民モニターによる食品衛生に基

づく食品表示の適正化及び食品の衛生的な取り扱いの確保を図ることを目的として行って

おります。 

 次をお願いします。 

 先ほどご紹介いたしましたしろくま忍者の手あらいソングでございますが、非常に楽し

い歌でございます。これについては、また今年度も継続して行うということですので、機

会があれば皆様もホームページで等でごらんいただければと思います。 

 次をお願いします。 

 子ども未来局事業でございます。 

 子育て支援と食育ということで、食育講座、栄養相談です。各区の保育・子育て支援セ

ンターと支援総合センターにおいて、保育士、栄養士が協力して離乳食のつくり方や食べ

させ方、おやつのあり方など、生活リズムや食習慣などについての講座等を行っておりま

す。 

 写真は、お話だとか、子どもが保護者に対してお話をしているところが写っております。 

 次をお願いします。 

 楽しい保育所給食の推進と食育ということです。 

 乳幼児期は食事の進め方に非常に配慮が必要ですけれども、食物アレルギーについても

非常に頭を悩ますところです。そこで、保護者の相談などを通じて、望ましい食習慣の形

成のために食支援や情報提供を行っております。 

 次をお願いします。 

 こちらは中央卸売市場の事業で、お魚屋さんガイドマップ、やおやさんガイドマップで

ございます。 

 お店では新鮮な旪のものを取りそろえ、おいしい食べ方や料理方法などを親切に教える

ということで、どこにあるかというようなマップをつくって市民にご提供しております。 

 次をお願いします。 

 「市場で学ぶ・作る・食べる やさい・くだもの料理教室」の開催でございます。 

 市場では、野菜や果物など、生活習慣病の予防に効果的とされている料理教室を料理研

究家やホテルの総料理長などを講師にして実施しており、大変好評な料理教室でございま

す。 

 次をお願いします。 

 農政部の関係ですが、農業体験機会の充実でございます。 
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 サッポロさとらんどでは、市民が気軽に農業を体験できるように、サッポロさとらんど

で栽培した農作物を市民が収穫する収穫体験行っております。アスパラやトマト、オクラ、

タマネギ、大根など１７種類の作物を収穫できるということで、食と農をテーマに作物の

栽培から収穫までを学習するコースもあるということです。 

 次をお願いします。 

 こちらは、先ほどご説明いたしましたので、飛ばします。 

 こちらも、先ほどご説明いたしました。 

 以上、札幌市の食育の取り組みですが、オータムフェストとか、１１６の事業がござい

ますので、今回は取り組みの一部についてご紹介させていただきました。また、これまで

の会議の場で、関係団体の皆様の取り組みもご報告させていただいております。今後につ

きましては、団体の取り組みについても、後ほどご提出いただければ私どもからご紹介さ

せていただきたいと思いますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○荒川会長 ありがとうございます。 

 ただいま札幌市の事業の取り組みの実態につきましてご報告いただきましたが、何かご

質問等はございますでしょうか。 

○松井委員 今、説明いただいた事業の中で、例えば９ページにありますお魚屋さんガイ

ドマップ、やおやさんガイドマップとかがありますね。これにつきましては、実際にこの

ガイドマップを基本にして、お魚屋さんの状態というのでしょうか、これを配ることによ

って、実際の変化とか、消費者と対面した場合の体験みたいなものについて、実際に検証

と言ったら変ですが、そういう機会というのはあるのでしょうか。そしてまた、している

ことはありますか。 

○事務局（太田経済局中央卸売市場経営支援課長） 中央卸売市場で経営支援課長をして

おります太田でございます。 

 ただいまの質問でございますが、昨年、お魚屋さん、八百屋さん、それぞれ５万部つく

りまして、区役所等々を含め、それから、去年からやっております消費拡大フェアでお配

りしております。 

 今、これを検証しているかというご質問ですが、年１回、これを配ってどうだったかと。

例えば、売り上げが伸びたとか、お客さんが尐しふえたとか、そういったことについてア

ンケートで調査させていただいておりますが、何せ始まったばかりでありますので、それ

ぞれの効果はもうちょっと様子を見ないと、本当にどれだけ効果が出たのかということは

わからないと思います。ただ、尐なからず何かしらの反響があると伺っておりますので、

今後もこういうことについては続けていきたいと思います。 

○荒川会長 そのほかに何かございますでしょうか。 

 もしほかの団体のご紹介といいますか、活動の取り組みのご報告があれば受けたいと思

います。もしこの場でなければ、事務局の方に活動の様子をご提出いただければと思いま
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す。 

 どうぞ。 

○緒方委員 私は、札幌市調理師団体の副会長を兼務しておりますが、本当の所属は全日

本調理師協会と言いまして西洋料理の部門でございまして、欧米型食生活、欧米型料理を

つくりまして一番悪い調理師だと思っております。 

 その中で、私どもは、その昔、フランス料理を立ち上げたエスコフィエという方がおり

まして、その方をたたえてエスコフィエ協会という財団法人がございます。この会員は、

日本全国で大体３，０００名ぐらいおりますけれども、北海道はまだ６０名程度でござい

ます。この６０名の方々に協力をお願いいたしまして、青尐年野外教育財団が主催いたし

ます、母子世帯の親子を対象に、自然の中で親子が触れ合う母と子の味覚料理教室におい

て調理指導をしております。主に国立青尐年教育施設を利用して、週末の１泊２日の体験

活動を通して、調理するには、加熱をしっかりする、つまり、焼く、煮る、揚げる、蒸す

など、また、安全・安心、安価、簡単、おいしいなどを基本にしまして、母と子のきずな

を深め、本来、食卓が家族のコミュニケーションの原点であると同時に食育の場であると

指導しております。 

 一概には言えませんが、どこの家庭も、大体、食事をつくるのは母親である限り、まず

は親が食育に取り組まなければなりません。そういうこと交えて調理実習を展開している

ところでございます。 

 以上です。 

○荒川会長 ありがとうございます。 

 そのほかいかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○荒川会長 きょうは欠席の委員もおられますので、欠席の委員の団体としての取り組み

もひっくるめまして、事務局の方にどんどん出していただければと思いますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 それでは、１の審議の最後でございますが、現状の計画の評価ということで、課題ある

いは現状についての説明を事務局からお願いしたいと思います。 

○事務局（加藤食育・栄養担当課長） 現計画の評価に入る前に、現計画の概要について

尐しご説明させていただきたいと思います。 

 資料６をごらんください。 

 国は、平成１７年に食に関するさまざまな問題に対応するため、食育基本法を制定し、

国民運動として推進するために、食育推進基本計画を策定いたしました。札幌市の食育推

進計画は、条例で設置した食育推進会議の皆様でご検討いただき、食料基地北海道を背景

とした札幌市の地域性を生かした計画として平成２０年に策定したところです。計画の策

定に当たっては、健康な体をつくる食生活の推進、環境保全型食環境整備の推進、食品安

全等に関する適切な情報発信及び情報交換、市民と生産、流通、加工等の交流促進、豊か
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な人間形成と食文化の醸成の五つの視点、それから、「食を大切にする心を育みます」を

基本理念とした基本目標を掲げ、策定いたしました。 

 基本的な視点を生かし、それぞれの柱に対応した重点取り組みとして、食育への関心を

高め、健康な食習慣の確立、楽しく食べる食生活の提案、環境に配慮した食生活の推進、

食の安全・安心に関する情報の提供、農業を身近に感じる都市環境の実現、食文化の継承

と情報の発信、地産地消の推進、地域における食育の推進を設定いたしました。この計画

を進めるため、札幌らしさを生かして、楽しみながら体験を通して、地域活動を通して、

すべての市民が協力して推進していくことを掲げ、市民、関係団体、事業者、市が連携を

図りながら食育を推進してまいりました。 

 それでは、資料７をごらんください。 

 達成状況についてでございます。 

 この計画には、指標として１４の項目を置かせていただいております。食育に関心にあ

る人の１番目にございますが、目標値が９０％以上に対して、平成２３年度の調査で得ら

れた直近値のデータについては６３．７％となっており、計画当初の１９年度のデータか

らは若干下がっているような数値になっております。 

 ２番目から５番目につきましては、朝食に関する指標でございます。小学校５年生につ

きましては、８３．３％から８４．６％となっております。２０歳代男性でございますが、

７０％以上とした目標値に対して、５１．１％の初期値から平成２３年度は３９．５％と

大幅に下がっております。２０歳代女性ですが、同じく７０％以上とした目標値に対して、

６４．８％から６９．０％ということで改善に向かっております。３０代男性でございま

すが、同じく７０％以上に対して、初期値の５３．１％から６８．３％と改善には向かっ

ております。 

 ６番目の食事バランスガイドなどを参考に食生活を送っている人でございますけれども、

６０％以上を目標としておりますが、４５．４％と初期値よりも下がっております。 

 ７番目に、メタボリックシンドロームを知っている人ということで、８０％以上を目標

に掲げておりますが、初期値の５５．６％から７８．３％と改善には向かっております。 

 一日の野菜摂取量でございますが、国は成人で３５０グラムと掲げておりますが、札幌

市のこの計画では、成人だけではなくて、子どもも含めてということで３００グラムとし

て設定させていただいております。２４７グラムから２７９グラムとまだまだ３００グラ

ムを達成しておりませんが、３２グラムの増加になっております。 

 ９番目の一日の牛乳・乳製品の摂取量でございますが、１５０グラム以上を目標値とし

て設定させていただきましたけれども、初期値の１３１．２グラムから１２１．８グラム

と約１０グラムもダウンしている状況でございます。 

 次に、だれかと一緒に食事をする小学生の割合でございますが、８１．６％から７９．

７％と数値的には尐し下がっております。 

 １１の生ごみの量でございますが、目標の１０万トンに対して、初期値が１１万９，０
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００トン、平成２３年度では１１万トンと生ごみの量が尐なくなってきております。 

 次に、１２番目の市民の農業体験参加者でございますが、目標の１０万人に対して、平

成２３年度は８万２０００人となっております。 

 １３番目の北海道産の食品の利用、お米でございますが、初期値の６０％に対して８２％

と、暫定となっておりますけれども、目標値をの８０％達成しております。 

 １４番目の食育ボランティア数でございますが、２，２９０人の初期値に対して、直近

値については２，０９７人となっております。 

 達成状況につきましては、目標を達成しているものは二重丸、目標に向かって推移して

いるは丸、変化なし、または目標から遠ざかっているものは三角として置かせていただき

ました。目標を達成しているものは１項目、目標に向かって推移しているものは６項目、

変化なし、または目標から遠ざかっているは７項目となっております。 

 続きまして、札幌市の現状、課題についてご説明いたします。 

 資料８ページをごらんください。 

 この計画の指標を把握するためにさまざまな調査を行った結果、札幌市の現状と課題と

いうものも明らかになっております。食育に関する意識、食生活の現状、健康状態、その

他ということでまとめてございます。 

 資料８の１ページをごらんいただきたいと思います。 

 食育の認知度でございますが、図１では、食育という言葉を知っているかということで、

平成１８年度、２１年度、２３年度の数値を比較しております。図２では、食育に関心の

ある人を同じく３カ年の比較で置かせていただいております。これらを見ますと、１８年

度の策定当初の数値よりも、一旦、２１年度で上がりましたが、最近の２３年度調査では

両方とも下がっている傾向がうかがえます。 

 次に、図３の食育に関心のある人の性、年代別でございますが、男性よりは女性の方が

やはり関心があるという傾向が見えますけれども、この比率については、男女とも１０代、

２０代、３０代と上がっていきまして、４０代で下がっております。男性は、５０代でさ

らに下がるのですが、６０歳ではまた上昇します。しかし、女性につきましては、４０代

からずっと同じような傾向になっております。 

 次の２ページをごらんください。 

 食育に関心のある理由でございます。複数回答となっておりますが、今回の調査では子

どもの心身の健全な発育のために必要だからが９９．６％になっております。また、食生

活の乱れが問題となっているからが９１．７％となっております。次に、肥満ややせ過ぎ

が問題となっているから、生活習慣病の増加が問題になっているからということで５０％

以上の回答がありました。 

 皆様のお手元に札幌市の食育計画がございましたら一番後ろにデータが平成１８年度当

時のデータを掲載しております。そちらでも同じように質問しておりまして、そこにデー

タが載っておりますけれども、食育に関心がある理由としては、前回の調査では生活習慣
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病の増加が問題になっているからが一番になっておりました。今回の調査では、やはり子

どもの心身の健全な発育のために必要だからということになっております。ページでは現

計画の５９ページ以降に、前回、計画を策定する際に把握したデータが載っておりますの

で、今回、これまでの資料のところには載せておりませんけれども、こちらもご参考にし

ていただければと思います。 

 次に、３番目に移りまして、メタボリックの認知度でございます。 

 平成１８年度当時と２３年度の比較を書いてございます。メタボリックシンドロームの

認知度は増加したが、メタボリックシンドロームは、予備群も含め、増加傾向にある、ま

た、食事バランスガイドなどを参考に食生活を送っている人は平成２１年度より減尐して

いる、知識の普及だけでなく、毎日の食生活で実践できる取り組みが必要というふうに課

題を掲げさせていただいております。 

 次に、４ページをごらんいただきたいと思います。 

 こちらは朝食の摂取状況をまとめてございます。平成１７年度から２３年度の比較、性、

年代別の大人のグラフ、それから、計画の指標にございました２０歳代男性、女性、３０

歳男性の比較もこちらのグラフに載せております。そこで、朝食欠食率は、小学生、２０

歳代女性、３０歳代男性で減尐しているが、２０歳代男性は増加しており、朝食の欠食は

食習慣の乱れや肥満などの生活習慣病の増加にもつながることから、朝食の大切さの周知

が必要というふうに課題として掲げさせていただいております。 

 次に、５ページに移りまして、朝食はだれととっているかという質問でございます。こ

ちらに平成１７年度、２０年度、２３年度の比較が載っておりますが、減っているという

か、下がっているというか、ほとんど横ばい状態であることがうかがえると思います。子

どものうちに健全な食生活を確立することは、成長段階において子どもが必要な栄養を摂

取し、健やかな体づくり、生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐくんで

いく基礎となるため、日常生活の基盤である家庭において家族が食をともにする共食を通

じた子どもへの食育の取り組みが必要というふうに書かせていただいております。 

 共食という言葉の意味でございますが、内閣府が示しておりますけれども、だれかと食

事をともにするという意味でございます。 

 次に、食塩の摂取量、次のページに行きまして、野菜摂取量、牛乳製品の摂取量という

ことで、性、年代別にグラフをお示ししております。また、脂肪エネルギー比率の割合、

健康状態、健診の指摘の有無、それから、内容についてグラフを起こさせていただいてお

ります。 

 ８ページをごらんいただきたいと思います。 

 今回お示ししたグラフについては指標に基づいたものを掲載させていただきましたが、

９ページに食育ボランティア数の年次推移がございます。先ほどの指標の中で、ボランテ

ィア数は増えてはいなかったのですけれども、団体数は、計画当初は二つの団体でござい

ましたが、平成２３年度にはボランティア団体は７つまで増えて、この結果、市民の食育
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活動の広がりは確実に増えてきているというふうに思っております。 

 以上、簡単でございますけれども、データから見る現状と課題について述べさせていた

だきました。 

 以上でございます。 

○荒川会長 ありがとうございます。 

 それでは、今、事務局から現在の計画の概要と推進計画の達成状況、それから、データ

に基づきまして現状と課題のご説明がありましたけれども、皆様から何かご質問等はあり

ませんでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○荒川会長 結構、数多くの課題があるということで、作業としてはその課題を踏まえて

次の第２次計画策定に入っていくのかなと思います。 

 それでは、審議事項の大きな二つ目ですが、第２次札幌市の食育推進計画について、事

務局からご説明いただきたいと思います。 

○事務局（加藤食育・栄養担当課長） 資料９をごらんください。 

 先ほど医務監からもご説明がありましたけれども、本計画が最終年でありますことから、

今後は第２次食育推進計画のご検討をお願いしたいと考えております。 

 計画策定の趣旨でございますが、現計画は、平成２４年度までを計画期間として、家庭、

地域、企業などさまざまな分野との連携のもとに取り組みを進めてまいりました。その結

果、食育は進展してきているのではないかととらえております。しかし、先ほどの現状と

課題のように、依然として食を取り巻く課題は多く、その解決に向けて、引き続き、本市

の食育に関する取り組みを第２次計画として総合的かつ計画的に進めるために策定すると

しております。 

 次期計画の位置づけでございますが、この計画は、根拠法令であります食育基本法に基

づき、推進に関する施策についての基本的方針を示した第２次食育推進基本計画、これは

国の計画でございますけれども、都道府県計画、これからおつくりいただく札幌市の第２

次食育推進計画についての位置づけを示したものでございます。 

 第２次札幌市食育推進計画の策定に当たっては、札幌市の関連計画との整合性を図って

まいることになります。 

 計画期間でございますが、平成２５年度から２９年度までの５カ年計画でございます。 

 食育の推進に当たっては、子どもから高齢者までの各ライフステージに応じたさまざま

な取り組みを、家庭や保育園、幼稚園、学校、地域などの場を通じて、関係機関・団体、

事業者、行政がそれぞれ連携して取り組むこととしております。 

 国においては、新しい計画のポイントとして、周知から実践をコンセプトに、食育の推

進に関する施策についての基本的な方針に３つの重点課題を掲げて、生涯にわたるライフ

ステージに応じた間断のない食育の推進、生活習慣病の予防及び改善につながる食育の推

進、家庭における共食を通じた子どもへの食育の推進として、昨年３月に基本計画を策定
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しております。 

 参考として、国の第２次食育推進基本計画の概要を最後のページにつけさせていただい

ております。 

 次に、第２次札幌市食育推進計画の策定スケジュールでございますが、本日の第１回推

進会議では、第２次札幌市食育推進計画策定の経緯、札幌市の現状と課題についてご説明

させていただきました。第２回会議では計画の骨子、重点取り組み、指標、目標値につい

て、第３回会議では素案の確定についてご検討いただく予定で進めさせていただきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○荒川会長 ありがとうございます。 

 それでは、本会議の冒頭で第２次計画の諮問がありまして、ただいま事務局から第２次

計画の位置づけ、あるいは、今後の策定スケジュールについてご説明がありましたけれど

も、今後、この会議と策定の作業の関係について、事務局からご説明をいただければと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○事務局（高川健康企画担当部長） これにつきましては、私から申し上げます。 

 今ざっと申し上げましたスケジュールでいきますと、この会議は３回で一つの成案をい

ただきたいと、誠に勝手な想定でおりますけれども、この策定に当たっては、本来ならば、

委員の皆様にまず素案の作成をお諮りすべきところでございます。しかし、今言いました

ような尐ない回数で、また時間的な制約もございます。そこで、会議の概略については直

前の資料９で申し上げておりますけれども、本日、骨子というものをごらんいただいて、

この場でもそうですし、後日でも結構なので、ご意見を伺った上で、素案の作成を荒川会

長と会長の職務代理者であります渡辺委員に皆様からご一任をいただき、素案の作成作業

につきましては、荒川会長、渡辺委員のご指示をいただいて私ども事務局が担当させてい

ただければと思っておりますが、いかがでございましょうか。 

○荒川会長 今後の作業の進め方につきまして、時間が限られているという関係で、本会

議を効率よく進めるために、事務局と相談しながら素案を作成し、お諮りしていきたい、

その素案を作成につきましては皆様からのご意見を反映した形で作成していきたい、そう

いう事務局からのご提案ですが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○荒川会長 それでは、そのように進めさせていただきます。 

 基本的な骨子の部分については、どういう方向でいくということでちょっとご説明いた

だければと思います。 

○事務局（高川健康企画担当部長） それでは、簡単なメモといいますか、考え方を整理

したものを、今、皆様のお手元にお配りさせていただいております。 

 札幌市の食育の取り組みにつきましては、先ほどから、これまでの取り組みの状況など

でもご報告したとおりでございますが、家庭、地域、企業、さまざまな分野で関係機関・



 - 23 - 

団体との連携を図りながら取り組んできております。先ほど資料の２でご報告したような

アクションプランの実績では、平成２０年度から延べ１２５の事業を実施して、８割ぐら

いを達成している、あるいは、達成に向かっているような状況でございます。また、資料

８では、札幌市の現状ということで、尐しはしょっているようですから、詳しく触れてい

ない項目もありますが、例えば、２０歳代の男性の朝食抜きの割合の増加とか、それから、

年代別、性別にもよりますけれども、肥満、あるいは、その反対のやせ、それから、今や

皆さんにもすっかり認知度が高まりましたメタボリックシンドロームの増加、それから、

先ほど言いましたように、小学生が一人で食事する孤食といったような食に関するさまざ

まな課題が浮き彫りになってきております。 

 そこで、今、お手元にお配りした資料を見ていただきますが、第２次の札幌市食育推進

計画となりますけれども、最後に申し上げましたように、国の食育推進基本計画の改定を

踏まえまして、私ども札幌市も引き続き食育の啓発を行いまして、さらに、食に対する理

解を深め、行動に結びつけることができるように、実践的な取り組みの推進を考えてまい

りたいと思います。そちらに書いている国のコンセプトは周知から実践、重点課題として

三つを掲げておりますが、札幌市の計画につきましても、現状ではいろいろ問題がありま

すけれども、基本理念なり基本目標はこのまま踏襲したい、これをさらに発展させていく

という意味で目標、理念は踏襲したいと考えております。 

 ただ、先ほど食育に関する認知度なり関心が５年間で必ずしも高まっていないという調

査結果も出ているものですから、周知については達成されたとはちょっと言えないのでは

ないかと思います。ですから、周知、普及を進めると同時に、あわせて実践もしていきた

いということでございます。市民一人ひとりが心身の健康と豊かな人間形成をはぐくむ食

育の実践に向けて、食にかかわるさまざまな関係者が協働し、推進するという基本的な枠

組みを周知し、あわせて実践していきたいということでお願いしたいと思います。 

 基本的な取り組み方針といたしましては、一番下に５項目をあらわしておりますが、国

の重点課題の三つに加えて、さっぽろ食スタイルの推進、体験を取り入れた取組みを大き

な取組み方針としてご検討いただければと思っております。 

 雑駁ですが、次期計画策定に当たっての骨子案は以上でございます。 

○荒川会長 ありがとうございます。 

 ただいま事務局からご提案がありました第２次計画の骨子につきまして、本当に大きな

流れになりますけれども、ご意見等はございますでしょうか。 

○梶川委員 先ほどから皆さんのお話をずっと伺っておりますが、食育というか、地産地

消というか、それから、欠食だとか、健康維持もいろいろあります。総じて私は思います

けれども、ここで共食という言葉をお使いになっておりますが、もう一つ踏み込んでいた

だいて、共生という言葉を使ったらいかがでしょうかと思います。地産地消は、消費者だ

けでなく、生産者もあります。先ほど母子家庭のお話もありました。家族みんながともに

生きられる。安全・安心、そして、家族のきずなでともに食べられるということは確かに
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そうですが、札幌市民、道民、日本人が、外国からの残留農薬だとかいろいろありますけ

れども、食の安全も含めて言えば、日本国民、道民、札幌市民が食を通じてともに生きる

と。生きるというのは、食は命ですから、そういう面で言えば、もう一つ踏み込んでいた

だいて、命を守る。そういう面では、ともに生きるということ、そういう点から掘り下げ

ていただくと、もう尐し広い視点に立った目標あるいは計画となり、札幌市の食に関する

事業と合致して進めることができるのではないかなと私は思いました。 

 ちょっとご検討いただきたいと思います。 

○荒川会長 現段階で、これに対して事務局から何かご回答はありますか。 

○事務局（高川健康企画担当部長） 大変力強いご発言で、もっともなことだと思います。

食育ということで、食により引きつけた表現をとりましたものですから、孤食なり、孤食

に対応する共食という言い方をしておりますけれども、今、梶川委員がおっしゃったよう

に、突き詰めれば、食事は生きるということにつながりますから、そういう大もとの発想

というのは十分理解できると思います。ぜひとも、そういった観点を皆さんでこれから策

定していただく計画にもにじませるように、盛り込めるようにと考えております。 

○荒川会長 では、織り込む場所等につきましてはちょっと検討させていただいて、また

全体に諮って、ほかの皆様のご意見もいただいた上でまとめていきたいと思います。 

 ほかに何かありますでしょうか。 

 どうぞ。 

○芝木委員 周知はかなり広くできているのだと思うのです。けれども、実践していくこ

とは、こういう団体だといいのですが、家庭に入ると、今の若いお母さんたちは結構大変

なのだろうなというふうに思っております。本当に極端な例だと、給食を食べさせないで

ください、きのう、悪いことをしたので食を抜いていますなんていう手紙をもらって、で

も、どうしよう、そんなことできない、どうやって食べさせようかと思ったりすることが

あるのですね。 

 それから、今、幼稚園の親たちはキャラ弁がはやっているのですね。そのキャラ弁が、

本当に体をつくるためにつくられているのか、親がおもしろがってつくっているのか、そ

の辺になると大きな問題だと思うのです。食べることによって心が育つというか、そうい

うことを大事にしてもらいたいなというふうに思うのです。先ほどお話しなさった方に共

通するのでしょうけれども、一緒に食べることによって心が育っていくことがものすごく

大事なことなのではないかというふうに思います。ですから、尐しでもそちらにも持って

いけるようにしてもらいたいなと思います。 

○荒川会長 ありがとうございます。 

 これはそのまま承っておいてよろしいですね。これから、そういうことも盛り込みなが

ら素案をつくっていきたいと思います。 

○事務局（高川健康企画担当部長） 貴重なご提言として受けとめさせていただきます。 

○荒川会長 そのほかに何かございますでしょうか。 
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（「なし」と発言する者あり） 

○荒川会長 それでは、時間も迫っているようですので、今後のスケジュールについて事

務局からお願いできますか。 

○事務局（高川健康企画担当部長） 引き続き、私からお願い申し上げます。 

 今後の開催日程でございますが、お手元に差し上げております封筒の中に会議の日程調

整用紙が入っております。ごらんいただけますでしょうか。 

 第２回を８月２１日火曜日１４時ではいかがでしょうか。これで、一旦のご予定とさせ

ていただきたいと思います。 

 それから、第３回会議につきましては、お手元の資料にあると思いますが、候補日とし

て幾つかの日を設定させていただいております。これについては、皆様のご都合を伺った

上で、できるだけ多くの委員が出席できる日を開催日に決めさせていただきたいと思いま

すので、その調整用紙によってご希望の日を事務局にご連絡いただければと思います。 

 それから、先ほどの会長と皆さんとのやりとりで、これから立てようとする計画に関す

るご意見ですが、本日承ったご意見もありますけれども、書面でお考えをまとめて後日に

いただいても結構でございます。送信表となっておりますが、これを同じ封筒に入れて差

し上げておりますので、それでご意見をお寄せいただければと思っております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

○荒川会長 ありがとうございます。 

 それでは、第２回の会議の日程につきましては８月２１日でしょうか、第３回目につき

ましては皆様からご都合をいただいた上で調整するということと、それから、一番大事な

ことといいましょうか、ぜひ送信表にご意見をお書きいただいて事務局の方にお送りいた

だきたい、それを踏まえて原案づくりに入りたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 全体を通しまして、皆様から何かございますか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○荒川会長 なければ、事務局から何かございますか。 

○事務局（高川健康企画担当部長） 特にございません。 

○荒川会長 それでは、閉めていただければと思います。 

 

  ６．閉  会 

○事務局（高川健康企画担当部長） それでは、尐し時間も経過いたしましたが、皆様に

は長時間にわたって熱心なご審議をありがとうございました。 

 本日の会議は、以上をもちまして終了させていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

                                  以  上 


